ガイコクジン リョコウシャ ノ メ ニ ウツッタ カトリック リョウ オウキ ノ スペイン ヒエロニムス ミュンツァー ト アントワーヌ ド ララン ヲ レイ ニ by 関 哲行 & セキ テツユキ
外国人旅行者の目に映ったカトリック両王期のスペイン 437
はじめに
カトリック両王（カスティーリャ女王イサベル 1世とアラゴン王フェル
ナンド 2世）は，スペインの政治・宗教的統合を実現し，「絶対王政」の基
盤を構築した国王として知られる。1492年 1月，ナスル朝グラナダ王国を
攻略し，レコンキスタ運動を終焉させたばかりではない。同年 3月にはユ
ダヤ人に，改宗か追放かの二者択一を迫ったユダヤ人追放令を発し，多数
のユダヤ人の改宗を実現した。次いで10月，カトリック両王の資金援助を
受けたコロンブスが，アメリカを「発見」し，アメリカ植民地を含む広大
なスペイン帝国の基盤が構築された。その上で1502年，カスティーリャ王
国のムデハル（キリスト教徒支配下のムスリム）に追放令が公布され，同
様に多数のムデハルが改宗を余儀なくされた。カトリック両王時代のユダ
ヤ人追放令とムデハル追放令は，異端審問所の対象となる多数の偽装改宗
者を生み出す一方で，モザイク国家であるスペインの政治・社会・宗教的
統合，要するにスペイン「絶対王政」の樹立に大きく寄与したのであった
（1）
。
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15世紀末～16世紀初頭のヨーロッパでは，ナポリとナバーラを巡るスペ
イン王家（カスティーリャ王家，アラゴン王家共にトラスタマラ家）と
フランス王家（ヴァロワ家）の対立，ブルゴーニュ公領を巡るフランス王
家とハプスブルク家の対立が激化していた。こうした中で，ハプスブルク
家の神聖ローマ皇帝マクシミリアン 1世とブルゴーニュ公女マリーの嫡
男，ブルゴーニュ公（兼オーストリア大公，フランドル伯）フィリップは，
カトリック両王の次女フアナと結婚し，マクシミリアン1世の長女マルグ
リットもカトリック両王の嫡男にして王太子のフアンに嫁ぎ，トラスタマ
ラ家とハプスブルク家の二重婚姻が実現する。スペイン王家とハプスブル
ク家によるフランス包囲網の構築に他ならない
（2）
。
マクシミリアン1世に近いニュールンベルクの知識人ヒエロニムス・
ミュンツァーと，ブルゴーニュ公フィリップの側近にしてフランドル人貴
族のアントワーヌ・ド・ラランが，スペイン旅行を敢行するのは，こうし
た国際情勢下においてであった。両者は政治的思惑を秘めながらスペイン
各地を移動し，15世紀末～16世紀初頭のスペインについて多くの記述を残
している。本稿の目的は，ヒエロニムス・ミュンツァーとアントワーヌ・
ド・ラランのスペイン旅行記を手がかりに，外国人旅行者の目に映ったカ
トリック両王期のスペイン像を探ることにある
（3）
。
第 1章　ヒエロニムス・ミュンツァー
ヒエロニムス・ミュンツァー（ラテン名はヒエロニムス・モネタリウ
ス）は，1460年頃にチロル地方の富裕市民の家に生まれ，1479年にパヴィ
ア大学医学部を卒業した知識人である。翌年，ニュールンベルクで開業
するが，ペストが蔓延したため，1494年の 8月 2日，アウクスブルクと
ニュールンベルクの有力商人家門の出身で，イタリア語とフランス語に堪
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能な 3人の青年アントン・ヘルヴァルト，ガスパール・フィッシャー，ニ
コラウス・ヴォルケンシュタインと共に，スペイン，ポルトガル旅行に出
発した。移動手段として馬を利用し，スイス，南フランス経由で 9月17日
ペルピニャンに到着， 9月22日にバルセローナに入った。それから約 5ヵ
月間イベリア半島各地を移動し，1495年 2 月 9 日ピレネー山中のパンプ
ローナを離れ，ニュールンベルクへ帰還した。宿泊施設については不明な
点が多い―旅行記の中で宿泊施設への言及は例外的―が，少なくとも
グラナダでは，市内の宿屋に宿泊した
（1）
。
ヒエロニムス・ミュンツァーは，人文主義運動にも造詣が深く，
「ニュールンベルク地理学派」を代表するマルティン・ベーハイムと親交
があった。当然，彼は西回りアジア・ルート案やコロンブスのアメリカ
「発見」―1493年 3 月に帰還―に強い関心を示し，この点においてミュ
ンツァーは，アメリカ貿易やアジア，アフリカ貿易への参画を狙う西南
ドイツ諸都市の有力市民や，神聖ローマ皇帝マクシミリアン 1世と利害を
共有していた。そればかりではない。マドリードでカトリック両王への拝
謁を許された際，彼はマクシミリアン1世の特使を称し，1495年 4 月には
ニュールンベルクへの帰路，ヴォルムスでマクシミリアン 1世と会見して
いる。これらからみて，ミュンツァーが皇帝特使であったことはほぼ間違
いあるまい
（2）
。
ミュンツァーは，カトリック両王との外交交渉の内容については，沈黙
を貫いている。しかし帰国間もない1496～97年，トラスタマラ家とハプス
ブルク家の二重婚姻が実現しており，ミュンツァーのスペイン旅行が人文
主義者の単なる私的旅行であったとは考えられない。「余暇ないし観光」
としての一面を内包することは否定できないにしても，「政治的な旅」が
彼の旅の通奏低音であった。カトリック両王の次女フアナとブルゴーニュ
公フィリップの嫡子が，カルロス 1世（神聖ローマ皇帝カール 5世）であ
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り，ハプスブルク朝スペインの成立は，ミュンツァーのスペイン旅行に負
うところが少なくなかったのである
（3）
。
ミュンツァーは1508年 8 月27日にニュールンベルクで没しており，旅行
記―巡礼記の体裁をとり，ラテン語で書かれた―は帰国後の1495～
1508年の間に，メモなどを基に書きあげられたともの思われる。旅行記に
は1529年にスペイン旅行を断行した，アウクスブルクの木版画家ヴァイ
ディツの木版画が付されている。木版画そのものは 4半世紀ほど後のもの
であるが，16世紀初めのスペイン都市，スペイン人やムデハルないしモリ
スコの日常生活や衣服を探る上で貴重な資料となっている
（4）
。
第 2章　ヒエロニムス・ミュンツァーのスペイン旅行
カタルーニャ，バレンシア地方
ミュンツァー一行は，1494年 8 月 2 日にニュールンベルクを出発し，ス
イス，南フランスを経由して，ペルピニャン，ヘローナ（カタラン語でジ
ローナ）経由で， 9月25日にバルセローナに到着した。旅行記によれば，
バルセローナは堅固な城壁で囲まれ，規模はニュールンベルクの 2倍ほど
の大きさ。土地は肥沃でレモン，オレンジ，ブドウ，ザクロなどの果樹が
豊富な都市であった。いうまでもなくバルセローナは，地中海貿易に重要
な役割を担った通商院を有する商業都市で，百人会議―5名の市参事会
員と100名の有力市民によって構成される国王諮問会議―に端的に示さ
れるように都市の自治権も強い。しかし15世紀中頃の都市民衆の反乱で有
力市民がバレンシアへ移動し，商業活動の衰退が著しかった。マクシミリ
アン 1世をはじめとするドイツ人読者を意識して，ドイツ都市との比較が
念頭に置かれ，地誌や経済状況，自治権への言及も随所にみられる
（1）
。
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バルセローナのカテドラルでは，ディオクレティアヌス帝時代に殉教し
た，聖エウラリアの遺骸（聖遺物）に参詣し，王宮ではガゼルやオウムと
いった珍しい動物を目にした。ガゼルはオオカミより大きく，頭と口，目
はアーミンに似ている。尻尾と足は犬みたいで，木製の檻に入れられてい
る。オウムの大きさはカラスぐらいだが，多彩色で，首のあたりは鷹に似
ており，尻尾は赤い。中近世ヨーロッパ世界にあって，珍奇な動物の飼育
は国王特権の一つであり，王宮内でそれらに接することができたというこ
と自体，ミュンツァーが単なる旅行者ではなかったことを示唆している。
バルセローナでは在住ドイツ人商人の招待を受け，カタルーニャ産のワイ
ンや料理，ムデハル（キリスト教徒支配下のムスリム）風の歌やダンスで
歓待された
（2）
。
バルセローナ郊外のモンセラート（カタラン語でムンサラット）修道院
やポブレー（カタラン語でポブラト）修道院にも足をのばし，前者につい
ては，聖母マリアによる死者の復活や贖罪などの奇跡譚を伝えている。後
者に関しては，同修道院がアラゴン王（兼バルセローナ伯）の菩提寺であ
ること，様々な薬草を備えた調剤室と優れた医者を有することなどに触れ
ている
（3）
。
トルトーサ（カタラン語でトゥルトーザ）を経由して，10月上旬に多く
の運河の走るバレンシアに入った。バレンシアもレモン，オレンジ，ザク
ロなどの果樹が豊富で，通商院を有し，バルセローナよりも多くの人口を
擁した。夕方に市内を散策するのは，バレンシア人の習慣であり，食料品
店は驚くことに真夜中まで開いていた。バレンシアは養蚕や絹織物生産で
も有名で，バレンシア南部の都市アリカンテ（カタラン語でアラカン）は
サフランや海塩，米，アーモンドに加え，ドイツ，イギリス，フランドル
地方向けのワインの産地としても知られる。これらは南ドイツのラーベン
スブルク商会の主要取扱品目でもあった
（4）
。
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バレンシアでは，ラーベンスブルク商会の二人のドイツ人商人の歓待
を受ける一方，鉄鎖に繋がれたカナリア諸島の先住民（グアンチェ）奴隷
を目の当たりにした。カナリア貿易に従事するバレンシア商人から，カナ
リア諸島ではサトウキビ栽培と砂糖生産が盛んであるとの情報をえた。当
時なお奢侈品であった砂糖の主要生産地カナリア諸島は，ミュンツァーに
とっては，眩いばかりの「エル・ドラード（桃源郷）」と映ったに違いない
（5）
。
カトリック両王が1492年にユダヤ人追放令を発したのは，ユダヤ人がキ
リスト教徒を抑圧したことが一因とされる。セファルディーム（南欧・
イスラーム世界を含む地中海系ユダヤ人）とアシュケナジーム（ドイツ・
東欧系ユダヤ人）との差があるとはいえ，ユダヤ人はミュンツァーにとっ
ても馴染みのある異教徒であった。ユダヤ人への批判的言説は，それと無
縁ではあるまい。バレンシアには精神障害者のための施療院があり，そこ
では患者が鉄鎖につながれ，独居房に閉じ込められていた。こうした精
神障害者の一人に，富裕なユダヤ人の家に生まれたマラーノ（ユダヤ人
偽装改宗者）の男性がおり，彼はヘブライ語で祈り，イエスを呪詛してい
た。ミュンツァーはユダヤ人に加え，バレンシアのマラーノにも目を向け
る。これらのマラーノが亡くなると，聖クリストーバルの像を掲げて，キ
リスト教徒然とした葬儀が執り行われ，カトリック教会の墓地に埋葬され
る。しかし埋葬に先立ち遺体を洗うという，ユダヤ教の宗教儀礼を実践し
ていることが発覚し，50人以上のマラーノが異端審問所により有罪判決を
受け，火刑に処されたのであった
（6）
。
バレンシア市内には囲壁で囲まれたモーロ人（ムスリム）街が確認さ
れる一方，近郊にはムスリム（ムデハル）のみから構成される村落も存在
した。干しブドウがこの地方の特産物であるが，それはムスリムが，イス
ラーム法により飲酒を禁じられたことに起因する
（7）
。
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アンダルシーア地方
ムスリム匪賊が出没して治安の悪い，アリカンテ南部を騎行したミュン
ツァー一行は，ニュールンベルクと同規模の都市ムルシア，水腫と疝痛に
効く温泉で有名なムルシア近郊の小村アルハマを経て，10月中旬，グラナ
ダ地方北部の都市アルメリーアに入った。当時アルメリーアは、マグリブ
地方の都市オランから25マイルの距離にある海港都市とされ，旱魃に苦し
むオランやチュニスへの食料品輸出の拠点でもあった。市内には 1マイル
以上離れた水源から飲料水を運ぶ導水渠があり，それなしには降水量の少
ない都市の市民生活が成り立たない
（8）
。
アルメリーア市のカテドラルは，旧グラナダ王国有数のグラン・モス
クを転用したものである。ムスリム時代のアルメリーア市のグラン・モス
クには，50人ほどのファキーフ（イスラーム法学者）がおり，尖塔からア
ザーンを唱えていた。カテドラルの主祭壇前には，メッカから持ち込まれ
た多彩色の二つの大きなランプが安置されており，ムスリム時代との連続
性も顕著である。アルメリーア地方には鉄鎖に繋がれた多数のムスリム奴
隷や，サトウキビ栽培に従事するムスリム（ムデハル）農民も確認される
（9）
。
ミュンツァーは奇跡譚にも鋭敏で，アルメリーア市内のサン・フランシ
スコ修道院のイチヂクの木に言及している。このイチヂクの木はエジプト
産で，樹木をナイフで切ると，至る所に十字架が現れ，熟した果実はこの
上なく甘美であった
（10）
。モーセの出エジプトや聖家族のエジプト逃避行を想
起させる一文である。
シエラ・ネバダ北麓の中小都市グアディスは，シュワーベン地方の都市
ノルトリンゲンほどの規模で，ムスリムが追放された関係で，都市住民は
全てがキリスト教徒であった。他方，周辺村落の住民は大多数がムデハル
農民で，キリスト教徒農民の 3倍の税負担を強いられていた。グアディス
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近郊には，多数のムデハルが使用する温泉があり，ミュンツァーも同温泉
に足を運び，透明で甘口の温泉水を試飲した
（11）
。
10月22日，絹織物生産と砂糖生産で有名な旧グラナダ王国の首都グラナ
ダに到着し，宿屋で旅装を解いた。多くのムスリム（ムデハル）人口を有
することから，グラナダ市内には多数のモスクがあり，ファキーフも200
名以上を数えた。モスクには絵画も彫像もなく，ムスリムは靴を脱いでモ
スクに入らなければならなかった。集団礼拝日にあたる金曜日のグラン・
モスクには，2000～3000人のムスリムが集まり，ムスリムはグラン・ファ
キーフ（首席ファキーフ）に合わせて，神への祈りをささげた。ファキー
フはムスリムの葬儀にも関与し，ニュールンベルクの 2倍ほどの大きさの
ムスリム墓地に，死者を埋葬した。ムスリム墓地では遺体が地面に接しな
いように墓所にレンガを敷き，死者の頭を聖地メッカの位置する東部に向
けて埋葬しなければならなかった
（12）
。
グラナダ滞在中はグラナダ城代のテンディーリャ伯（アンダルシーア地
方の有力貴族メンドーサ家）の歓待を受け，彼の案内でアルハンブラ宮
殿を見て回った。アルハンブラ宮殿には，「天国」もかくありなんと思わ
せる美麗な大理石の浴場や，「ライオンの中庭」などの比類なく美しい中
庭が設えられている。大理石の浴場は王妃や愛妾専用で，スルタンは浴場
上方の小窓から入浴中の女性たちを眺め，当夜の相手にリンゴを投げ与え
た。テンディーリャ伯は150人ほどの騎士を集め，我々のためにトーナメ
ント（馬上槍試合）を催してくれた。驚いたことに，テンディーリャ伯の
従者の一人は，ドイツ語に堪能であった。15世紀前半にスペイン旅行を断
行した，ベーメン貴族レオ・デ・ロズミタール―異端として処断された
ベーメン王の義父で，50騎以上の騎士を伴い，1465～67年にスペイン各地
を移動―に従ってベーメンに赴き，そこでドイツ語を習得したことによ
る。グラナダ市内では，現地の情勢に詳しい在住ドイツ人印刷業者も行動
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を共にしており，ニュールンベルクにいるかのような快適な滞在であった
ろう
（13）
。
アルバイシン地区は，14000軒の家屋の密集する囲壁外都市ともいうべ
きもので，同地区のグラン・モスクはグラナダ市内のそれより立派で，グ
ラナダ王国のスルタンの墓廟も，アルバイシン地区にある。他方，グラナ
ダ平野は灌漑設備を備えた沃野で，二期作が可能であるばかりか，シエ
ラ・ネバダ山脈の雪解け水を利用して，果樹栽培が行われ，イチヂク，レ
モン，オレンジなどを年間を通じて産する。当然，グラナダ平野のムスリ
ム（ムデハル）農民の生活には，余裕が感じられる。ムスリム（ムデハ
ル）農民の家屋は，キリスト教徒農民の家屋の 4分の 1～ 5分の 1と小さ
く，外見も芳しくないが，内部は信じられないほど清潔である。ほぼ全て
の家が上下水道を備えており，下水道のない家は，夜中に汚物を下水に投
棄するのが通例であった
（14）
。
15世紀末のグラナダ戦争により，多数のムスリムとキリスト教徒の戦争
捕虜奴隷が生じた。グラナダ市内に拘束されていたキリスト教徒の戦争捕
虜奴隷は7000人に上り，カトリック両王によるグラナダ包囲で，すさまじ
い飢餓に直面した。アルハンブラの地下牢に繋がれたキリスト教徒の戦争
捕虜奴隷は，馬やロバ，ラバ，犬，ネズミの死肉を食べて何とか飢えをし
のぐ一方，多数の餓死者はその場に埋葬された。1492年 1 月にグラナダが
陥落すると，約40000人のムスリムがマグリブ地方に脱出した。しかし大
多数のムスリムは，ムデハルとして旧グラナダ王国への残留を強いられた。
こうしたムデハルとキリスト教徒との対立は，その後も持続し，1494年 6
月にはキリスト教徒の殲滅を企図したムデハル反乱が発覚した
（15）
。
キリスト教徒とムデハルの対立が持続する中，ミュンツァーはイスラー
ムに強い関心を抱いた。彼によればムハンマドは三位一体と秘蹟を否定す
る偽預言者にすぎないが，ムスリムはキリスト教徒と同様に，聖母マリア
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や洗礼者ヨハネを崇敬する。ナツメヤシの殻で作ったロザリオは，聖家族
のエジプト逃避行に因み，子授けにご利益があるとされる。ここには現世
利益に代表される民衆信仰の世界を含めた，キリスト教とイスラームの相
互浸透が端的に示されている。そればかりではない。ムスリムの多くは度
量衡を遵守する人々であり，複数の妻を持つムスリムも例外的であるとし
て，伝統的なムスリム像に修正さえ迫っている
（16）
。
ミュンツァーはムデハル民衆の衣裳にも言及し，前述したヴァイディツ
の木版画と共に，衣服史に貴重な寄与をしている。それによればムスリム
男性は，キリスト教徒男性のようにタイツを着用せず，ファキーフは白い
外衣を纏う。ムスリム女性は亜麻布のタイツを身につけ，その上に亜麻布
の長シャツ，毛織物ないし絹織物の外衣をはおり，頭部をベールで覆って
いた
（17）
。
グラナダ攻略後カトリック両王は，グラナダ市内の都市改造に着手し，
ユダヤ人街を取り壊して，街路を拡張する一方，モスクをカテドラルに転
用した。多数の教会や施療院も建設ないし転用し，ハンセン病患者や精神
疾患者を収容してきたムスリム時代の施療院にも，財政支援を惜しまな
かった
（18）
。
10月末ミュンツァー一行は，マグリブ地方から15マイルほどの距離にあ
るとされる海港都市マラガに，馬で移動した。グラナダ戦争中のマラガに
は，ドイツ人ハインリヒ・ミューラーを含め750人ほどのキリスト教徒の
戦争捕虜奴隷が拘束されていた。しかしカトリック両王によるマラガ攻略
後，イスラームに改宗した 9人を除き，全てが解放された。 9人の背教者
は弓矢で射殺された上，遺体は焼却された。他方，5000人のムスリム戦争
捕虜奴隷は， 1人30ドゥカードで売却されたのであった
（19）
。
1 月 4 日，ミュンツァー一行は，グアダルキビール川沿いにあるスペイ
ン最大の都市セビーリャに入った。セビーリャはローマ時代ヒスパリス
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と称された都市で，13世紀前半にフェルナンド 3世により再征服された。
フェルナンド 3世はマリア信仰の敬虔な信者で，聖母マリアの執り成しに
よりセビーリャ攻略に成功した。セビーリャはニュールンベルクより大き
な都市で，大理石や金で装飾された王宮は，アルハンブラ宮殿に勝るとも
劣らず華麗な建造物であった。セビーリャではシフエンテス伯の保護を受
けつつ，囲壁外の商人・手工業者地区であるトリアナ地区にも足を運んだ。
コロンブスのアメリカ「発見」のニュースは，セビーリャにも伝わってい
たはずであるが，旅行記にはこれに関する記述が全くみられない
（20）
。
セビーリャを後にしたミュンツァー一行が，インド航路開拓直前のリス
ボン，コインブラ，ポルトなどを経て，スペイン北西部ガリシア地方の中
小都市ポンテベドラ近郊のカルダス村に到着したのは，12月中旬のことで
あった。カルダス村は硫黄分の多い温泉で名高く，温泉水の質と温度共に，
ドイツのバーデン・バーデンに匹敵する名湯である
（21）
。
ガリシア，エストレマドゥーラ地方
カルダス村からパドロンに入ったミュンツァーは，聖ヤコブの移葬伝承
に纏わる奇跡譚を型どおりに後追いする。聖ヤコブの遺骸を置いたとこ
ろ，蝋のように大きく湾曲した，パドロン教会主祭壇下の巨石，聖ヤコブ
が福音を伝えたとされるピラミッド状の礫山，聖ヤコブが杖を当てて噴出
させた甘美な泉水などが，それである。12月13日にパドロンから更に北上
し，聖地サンティアゴ・デ・コンポステーラ（以下サンティアゴと略記）
に入った。聖地サンティアゴは城壁を有する由緒ある都市とはいえ，中小
都市にすぎず，郊外では果樹栽培も盛んである。しかし市民の多くは怠惰
で，巡礼者向けの仕事で生計を立てていた
（22）
。
壮麗なサンティアゴ教会は，ローマ教会やエフェソス教会（イェルサレ
ムの聖墳墓教会の誤り）と並ぶ三大教会の一つで，伝承によればシャルル
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マーニュ（カール大帝）により造営されたものであった。教皇カリクトゥ
ス 2世から多くの特権を付与されたサンティアゴ教会では，サンティアゴ
大司教と聖堂参事会員，同教会を訪れた各地の司教だけが，主祭壇でミサ
を行うことができた。サンティアゴ教会にはカスティーリャ王やフランス
王からの寄進も多く，それ故，同教会ではフランス王家の紋章である百合
紋が随所にみられた。12月18日には「主の受肉待望祭」が厳かに行われ，
主祭壇には王杓をもち，幼子イエスを抱いた純金製の聖母マリア像が安置
された。白馬に跨って天から舞い降り，ムスリムを殲滅する「キリストの
戦士」聖ヤコブへの崇敬の一方で，ミュンツァーは「聖ヤコブの遺骸を目
にした者は誰もいない」と断じ，聖地への疑念を表明している
（23）
。
聖地サンティアゴを後にしたミュンツァー一行は，ドゥエロ川中流の中
小都市サモーラ，スペイン最大の大学都市サラマンカ経由でグアダルーペ
に向かった。15世紀末のヨーロッパ世界にあって，サモーラはローマ時代
の古戦場ヌマンティア―前2世紀にローマ軍に徹底抗戦し，多くが自刃
して果てたケルティベリア人の拠点―と同定され，ミュンツァーもそれ
に基づいた記述を残している。サラマンカはスペイン最古の名門大学を擁
する大学都市で，神学部，法学部，医学部の三学部から成る同大学は，約
5000人の学生と多数の優れた教師，大きな図書館を有した。サラマンカか
ら南下し，スペインの四大マリア聖地の一つとされるグアダルーペに入っ
たのは，1495年 1 月 7 日のことであった
（24）
。
伝承によれば西ゴート時代のセビーリャ大司教イシドーロは，ローマ教
皇グレゴリウス 1世から，疫病退散にご利益がある聖母像を恵与された。
スペインがイスラームの支配下に組み込まれた 8世紀初頭，セビーリャ大
司教はムスリムの破壊を恐れ，その聖母像をエストレマドゥーラ地方の山
中に隠匿した。それから500年ほど後のフェルナンド 3世時代，敬虔な牛
飼いの前に聖母マリアが顕現し，聖母像のある場所を啓示した。牛飼いが
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その地を掘ると聖母像が現れ，それを死んだ牛の上に置くと，たちまち牛
が蘇生したのであった。牛飼いがこの奇跡をセビーリャ大司教に報告した
ところ，その地に聖母マリアを祀った教会が建立された。これがヒエロニ
ムス会に属するグアダルーペ修道院の起源である
（25）
。
グアダルーペ修道院の聖母像は，ペスト平癒，戦争捕虜の解放，航海の
安全に効験があるとされ，病人や怪我人，貧民のための施療院も具備して
いた。しかもグアダルーペ修道院の宝物庫には，巨大なワニの皮，クジラ
のひげ，象牙も収蔵されており，ミュンツァーはこれら珍奇な奉納品にも
大きな関心を寄せている
（26）
。
新カスティーリャ地方
グアダルーペから東へ向かい，三方をタホ川に囲まれ，ニュールンベル
クより人口も規模も大きいスペイン中部の主要都市トレードに入った。ト
レード教会はスペインで最も豊かな首座教会であり，教会内部にはトレー
ド攻略後にムスリムから奪取した戦利品が横溢していた。トレードからは
再び北上して，カトリック両王の滞在するマドリードへ向かい，1495年 1
月中旬，カトリック両王への拝謁を許された
（27）
。
マドリードというと，スペイン帝国の首都が直ちに想起されるが，15世
紀末のマドリードはスペイン中部の中小都市の一つにすぎなかった。マド
リードに宮廷が常置され，首都機能を担うようになるのは，フェリーペ 2
世時代の1561年以降のことである。それまでは宮廷もカスティーリャ諸都
市を頻繁に移動しており，1495年 1 月に宮廷がマドリードに置かれたのは，
偶然にすぎない。カスティーリャ王フアン 2世治下の1452年を例にとれば，
マドリードに王宮が置かれたのは 6月だけで，他の時期にはブルゴス，サ
ント・ドミンゴ・デ・カルサ－ダ，オカーニャ，トレード，バリャドリー
ドなどを転々と移動した
（28）
。
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カトリック両王の前へ進み出たミュンツァーは，神聖ローマ皇帝マクシ
ミリアン 1世の特使としてスペイン旅行を断行したこと，グラナダ陥落や
ユダヤ人追放，アメリカ「発見」などを自らの目で確認することができた
と奏上する。セビーリャで遭遇した，インディアス出身の「新しい人々
（インディオ）」は，その一例に他ならない。アメリカ「発見」という偉業
を達成したカトリック両王にとって，残された課題は，信仰の敵であるム
スリムの手から，イェルサレムの聖墳墓教会を奪還することだけである
（29）
。
ミュンツァーの奏上が示唆するのは，「新たな地」やアフリカに福音を伝
え，イェルサレムを解放する「第二のダヴィデ」としてのカトリック両王
像であろう。
ミュンツァーは，カトリック両王の風貌や年齢，子供たちについても言
及している。彼によればフェルナンド 2世は44～45歳で中肉，敬虔な国王。
イサベル 1世は夫フェルナンドより年上で背も高いが，36歳―イサベル
は当時44歳―前後にみえる。イサベルはフェルナンド以上に敬虔で，フ
ランシスコ会への信心が厚く，気品のある女王とされる。このカトリック
両王には 4人の王女と 1人の王子があり，長女のイサベルはポルトガル王
と結婚，次女のフアナは散文と韻文に通じた教養ある女性で14歳。三女の
レオノールは 9歳，四女のカタリーナは7歳で，17歳のフアンが唯一の男
子であった
（30）
。
アラゴン，ナバーラ地方
ミュンツァー一行はマドリードから東へ向かい，1495年 1 月末にエブロ
川中流の有力都市で，羊毛やオリーブの産地として知られるサラゴーサに
入った。サラゴーサはニュールンベルクより大きな都市で，聖母マリアを
祀ったカテドラルは，かつてのモスクを転用したものであった。市内の
モーロ人街にはムデハルの店舗やモスク，オリーブ油の圧搾所があり，ム
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デハルの多くは大工，鍛冶職，レンガ職といった手工業に携わっていた。
同モスクのファキーフによれば，ムデハルの女性は夫に従順であるが，離
婚する者もみられ，その主因は，貧窮とイスラーム法で禁じられた飲酒に
あった
（31）
。
1495年 2 月上旬，サラゴーサから北上しナバーラ地方の中心都市パンプ
ローナに入るが，ニュールンベルクに気候，風土が似ているためであろう
か，その記述は素っ気ない。しかしピレネー山中の古戦場ロンスヴォーに
ついては，さすがに言及している。ロンスヴォーには巡礼者にパンやワイ
ンを無償で提供する施療院があるばかりか，ロンスヴォー教会には，シャ
ルルマーニュのサラゴーサ遠征に従軍し，この地で陣没したローラン伯の
角笛が聖遺物として収蔵されている。 2月 9日，ミュンツァー一行はピレ
ネー山中の難所ロンスヴォー峠を超え，ピレネー北麓に抜けた
（32）
。
第 3章　アントワーヌ・ド・ララン
アントワーヌ・ド・ラランは1480年生まれのフランドル貴族（モンティ
ニーの領主）で，神聖ローマ皇帝マクシミリアン 1世の嫡子，ブルゴー
ニュ公フィリップの側近であった。1501年にブルゴーニュ公フィリップが，
公妃フアナやフランドル，ネーデルラント貴族，ブザンソン大司教をはじ
めとする高位聖職者，公妃に仕える貴婦人と従者100名以上を伴い，スペ
イン旅行を断行した際，侍従の一人としてフィリップに随行した。フィ
リップ早世後は，ブルゴーニュ公シャルル（後のスペイン王カルロス 1世，
神聖ローマ皇帝カール 5世）に側近として仕え，ナッソウ伯に代わり，一
時期ホラント，ゼーラント，フリーセン総督代理，ホラント総督，財務長
官などを務めた。カルロス 1世によりフランドル地方のエリートの社会的
結合である，「金羊毛騎士団」のへの加入も認められたが，1540年，60歳
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で没した
（1）
。
そのアントワーヌ・ド・ラランが書き残したのが，1502年 1 月～03年 2
月の第一回スペイン旅行記である。1502年には既にカトリック両王の嫡男
フアン，ポルトガル王家に嫁いだ長女のイサベルが没しており，イサベル
1世（1504年没）も体調を崩していたと思われる。従ってブルゴーニュ
公妃フアナは，カスティーリャ王位継承順位第 1位にあり，こうした状況
下でのスペイン旅行は，単なる「余暇ないし観光の旅」であるはずがない。
「余暇ないし観光」としての側面を含むものの，ブルゴーニュ公フィリッ
プと公妃フアナのスペイン旅行の主目的は，カスティーリャ王国のコルテ
ス（身分制議会）において，王位継承を宣誓することにあった。トラスタ
マラ家とハプスブルク家の同盟に支えられた，「政治的な旅」という点に
おいて，ミュンツァーの旅と基本的差異は認められない
（2）
。
移動手段としては馬を利用したが，多数の貴族や従者を従えた旅であり，
荷物搬送用の馬車やラバ―貴婦人はラバを乗用家畜とする場合も少なく
なかった―を伴わざるをえなかった。冬場の険しいピレネー越えにあた
り，カトリック両王が多くのラバを用立ててくれたとの記述からも，その
一端を窺い知ることができる。宿泊場所は王宮や城塞，貴族の邸館，教
会・修道院などであり，各地で国王役人や都市役人，貴族，高位聖職者，
市民により歓待された
（3）
。
第 4章　ブルゴーニュ公フィリップと公妃フアナのスペイン旅行
フランス王ルイ12世の好意もしくは政治的思惑により，陸路スペインに
向かうことを決断したブルゴーニュ公一行は，1501年11月 4 日にブリュッ
セルを出発し，パリ，トゥール，バイヨンヌ，ピレネー山脈経由で，1502
年2月，スペイン北部バスク地方の一部を構成する，ビスカヤ地方に足を
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踏み入れた。ブルゴス，バリャドリード，トレード，マドリード，サラ
ゴーサ，バルセローナなどスペイン各地を移動した後，1503年 2 月には，
ピレネー北麓のペルピニャンに到着しており， 1年強のスペイン旅行で
あった。イサベル 1世の死去に言及していることからみて，帰国後にメモ
や記憶などを頼りに書かれたものと思われる。アントワーヌ・ド・ララン
もヒエロニムス・ミュンツアー同様に，ハプスブルク家と密接な関係のあ
る人物で，カトリック両王のみならず，貴族たちに歓待されながら，スペ
イン各地を馬で移動した。こうした「政治的な旅」の一方で，時にララン
はブルゴーニュ公夫妻から離れ，旧知のフランドル貴族と連れだって聖
地サンティアゴや，征服間もないグラナダ王国を訪れている。「政治的な
旅」の中に，「余暇ないし観光」としての一面を内包したラランの旅行記は，
ミュンツァーの旅行記のいわば「続編」ともいうべきもので，外国人の目
に映ったカトリック両王期のスペイン像を探る上で，貴重な史料である
（1）
。
バスク，旧カスティーリャ，ガリシア地方
1502年 1 月26日，ブルゴーニュ公一行はカスティーリャ王国最北部（バ
スク地方）に位置する，ビスカヤ公領の中小都市フエンテラビーアに足を
踏み入れた。フエンテラビーア郊外でサンティアゴ騎士団長やミランダ伯
の出迎えを受け，礼砲が轟く中，宿泊施設であるフエンテラビーア城に入
り，夕食をとった。夕食後はブルゴーニュ公夫妻のために，馬上槍試合と
舞踏会が開催されたのであった。髪は短いが美しいバスク人女性を横目に
見ながら，トローサ，セグーラ，ビトーリアといったバスク諸都市経由で，
2月10日，旧カスティーリャ地方の首邑都市ブルゴスに入った
（2）
。
カスティーリャ王国の主要都市ブルゴスは，二重の城壁で囲まれ，舗装
の行き届いた商業都市で，フランドル地方への羊毛輸出で名だたる都市で
ある。高台には，カスティーリャ王国有数の城塞が設けられている。ブル
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ゴス郊外でカスティーリャ王国近衛軍指揮官，アルブケルケ公，ブルゴス
市の都市役人や有力商人などの丁重な出迎えを受けたブルゴーニュ公夫妻
は，慣例に従い，まずラス・ウエルガス女子修道院で神への祈りをささげ，
聖遺物に接吻した。街中がタピスリーと天蓋で飾られ，市民たちの歓声と
トランペットの音を綯い交ぜにした喧騒の中，ブルゴーニュ公夫妻は都市
中心部にあるブルゴス教会に向かった。そこで司教から祝福を受け，聖遺
物に接吻したブルゴーニュ公夫妻は，宿泊施設であるカスティーリャ王国
近衛軍指揮官の邸館に入った。 2月中旬，ブルゴーニュ公夫妻のために馬
上槍試合や闘牛が挙行される一方，ブルゴーニュ公はカスティーリャ貴族
と鷹狩りやペロータ（スペインの伝統的球技）を楽しんだ
（3）
。
ラス・ウエルガス女子修道院とカルトゥジオ会のミラフローレス修道院
は，ブルゴスを代表する有力修道院である。前者は王族と貴族の子女を対
象とした女子修道院であり，後者はイサベル 1世の父フアン 2世が創建し，
埋葬された修道院として知られる。 2月19日，ブルゴーニュ公夫妻は，サ
ンティアゴ巡礼者にパン，ワイン，肉とベッドを無償提供する，ブルゴス
郊外の王立施療院を訪れた。この施療院を運営するのが，ラス・ウエルガ
ス女子修道院に他ならない
（4）
。
アントワーヌ・ド・ラランなど 3人の騎士は，中世ヨーロッパの三大聖
地の一つで，十二使徒の一人，聖ヤコブ（大ヤコブ）を祀ったサンティア
ゴ教会に参拝することになり，ブルゴーニュ公夫妻と別行動をとった。ラ
ラン一行は， 2月21日，レオン王国の首邑都市で巡礼路都市でもあるレオ
ンに到着した。レオンからカンタブリア山脈を越えて，アストゥーリア
ス地方の中心都市オビエドに入り， 2月末，オビエド教会でミサに与った。
同教会の宝物庫には，天使の作ったとされる黄金の十字架，聖ペテロの靴，
奇跡譚で知られるニコデモのキリスト磔刑像が収蔵されていた。ラランは，
アストゥーリアス地方の女性にも関心を向け，柄のついた小さな壺を持ち，
外国人旅行者の目に映ったカトリック両王期のスペイン 455
イヤリングと大きな指輪を身につけた地元の女性を，エジプト女性のよう
だと評している
（5）
。
アビレス，リバデオ経由でラランたちが，ガリシア地方の首邑都市に
して，中世ヨーロッパの三大聖地の一つサンティアゴに入ったのは， 3月
5日のことであった。翌日，十二使徒の一人である聖ヤコブを祀ったサン
ティゴ教会に参拝し，主祭壇下の地下礼拝堂に安置されている，聖ヤコブ
と 2人の弟子に関する逸話を書きとめている。地下礼拝堂では天使に助け
られてミサが執り行われており，その祭壇には燃え尽きることのない大蝋
燭が灯されている。これを疑う者には天罰が下るため，地下礼拝堂に入ろ
うとする者はいない。サンティアゴ教会の宝物庫には，小ヤコブの頭部や
イエスの十字架の断片などの聖遺物が秘匿され，都市内外には12の教会・
修道院が建立されている。教会・修道院数12のモデルは，イエス縁のイェ
ルサレムのスタティオ（留）であると思われ，聖ヤコブの殉教した 7月25
日が日曜日にあたる聖年に，サンテイアゴ巡礼者はこれらの教会・修道院
を巡拝したのである。加えて聖地サンティアゴには，善男善女の寄進に支
えられた，他に類を見ない優れた施療院も付設されている
（6）
。
新カスティーリャ地方
アストルガ，バリャドリード経由でマドリードに入り，ブルゴーニュ
公夫妻と合流したラランは，15世紀末にアルカラ・デ・エナーレスで発生
した，マラーノによるキリスト教徒少年の誘拐・殺害事件，いわゆる悪魔
儀礼に言及する。マドリード北部の中小都市アルカラ・デ・エナーレスの
マラーノは，誘拐したキリスト教徒の少年をイエスに見立て，十字架上で
殺害した。殺害した少年の心臓を抉りだして焼却し，遺体を地中に埋めた
が，やがて発覚して，マラーノは火刑に処された。少年の殺害された地に
は教会が建立され，熱病快癒に効験がある聖地として，巡礼者を集めてい
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る。キリスト教社会の破壊を目論むユダヤ人への負のイメージが，ララン
によっても共有されていることは注目してよい
（7）
。
メディーナ・デル・カンポで年市を見物したブルゴーニュ公とラランは，
3月下旬，セゴビアに移動し，悪魔が 1日で作ったとされる水道橋を目に
し，闘牛や馬上槍試合の接待を受けた。その後マドリードに戻り，王宮に
宿泊したブルゴーニュ公は，公妃と共に近くの森で狩りを楽しむ一方，代
父母となって 3人のムデハルを改宗させた。マドリード滞在中にブルゴー
ニュ公が体調を崩すと，義父のフェルナンド 2世がトレードから見舞いに
訪れた。ブルゴーニュ公とフェルナンド 2世の通訳を務めたのは，公妃自
身であった
（8）
。
5 月初旬，ブルゴーニュ公夫妻はトレード大司教や聖堂参事会員，正装
した都市役人や市民などの出迎えを受け，トランペットと太鼓の鳴り響く
中，トレードに入城し，カトリック両王と共に，モヤ公の邸館に宿泊した。
カトリック両王は，王太子フアンの追悼供養をトレードで執り行っており，
ブルゴーニュ公夫妻もそれに参列した。次いで 5月末，ブルゴーニュ公夫
妻，より正確には公妃フアナが，カスティーリャ王国の継承者に指名され，
カトリック両王やトレード大司教，多数の有力貴族も参列して盛大な饗宴
が催された。 6～ 7月には，一部の騎士にターバンを着用させ，キリスト
教徒とムスリムとの戦闘場面を再現した馬上槍試合が開催されたばかりか，
ブルゴーニュ公自身がムスリムの衣服を纏って，トレード市内の市場に出
かけ，闘牛を見物したのであった。高熱を出し体調を崩したブルゴーニュ
公が，転地療養と余暇を目的に，トレード近郊のアランフェスに滞在した
のも，この時期である。ブルゴーニュ公夫妻の動向と共に，ラランはスペ
イン人寡婦の奇風にも関心を示す。夫が亡くなるとスペイン人寡婦は，夫
の墓に小さなベッドと枕を供え，その上にパンと，ワイン，火をともした
蝋燭を置き，夫の死を嘆く。寡婦がそれをできない場合は，「泣き女」を
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雇う。それというのもスペインでは，形式ないし体裁が重視されるからだ
（9）
。
エストレマドゥーラ，アンダルシーア，バレンシア地方
8 月末，ラランは再びブルゴーニュ公夫妻と別れ，旧知の貴族アント
ワーヌ・ド・キエブレンと共に，トレードを出発した。その途上，エスト
レマドゥーラ地方のマリア信仰の聖地で，カトリック両王のための宿泊施
設を有するグアダルーペ修道院を訪れた。 9月 6日，エストレマドゥーラ
地方とアンダルシーア地方の境域に位置する，小都市ベルランガ近郊で，
花弁は緑色，葉がアイリスに似たキョウチクトウを発見した。キョウチク
トウは愛らしい装いに似つかわしくない毒草で，それを口にするとたちど
ころに命を落とす。ハーブへの知見を開陳した後，アンダルシーア地方の
首邑都市セビーリャに入城した
（10）
。
セビーリャはブリュージュやアントワープに似た国際商業都市で，通商
院には外国人を含む多くの商人が蝟集している。気候は 1年を通じ温暖で，
街路の舗装も行き届いている。市内にはムスリム起源の華麗な王宮があり，
天井が黄金色の格間で飾られているばかりか，床には白大理が敷き詰めら
れていた。庭にはレモンやザクロ，オレンジなどの果樹が植えられ，噴水
も随所にみられた。 9月10～11日には，アンダルシーア地方の有力貴族メ
ディナ・シドニア公の邸館で歓待される一方，多くのマラーノが拘束され
ているセビーリャ城塞を訪れ，異端審問官から異端審問裁判について直接，
話を聞くことができた。しかし旅行記にはコロンブスへの言及が，全くみ
られない
（11）
。
9 月18日，念願のグラナダに到着した。カトリック両王の攻略したグラ
ナダは，絹織物工業の盛んな有力都市だが，街路が狭いのでカトリック両
王はこれを拡張，またモスクを教会に転用する都市改造に着手した。ララ
ンは「小さな都市」ともいうべき，アルハンブラ宮殿にも足を踏み入れ，
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その規模と美しさに圧倒される。白大理石の敷きつめられた「スルタンの
間」や「ライオンの間」，天人花など見慣れぬ樹木が繁茂するヘネラリフェ
庭園や噴水の妙に言葉を失い，「地上の楽園」を想起するのであった。ム
デハルやモリスコについては，ムデハルの多くが財産喪失を恐れ改宗した
こと，モリスコによる悪魔儀礼―キリスト教徒の少年の手足を切断して
殺害し，心臓を抉り出す―の実践に言及する。ムデハルないしモリスコ
女性の服装についていえば，彼女たちは外出の際，必ずベールを被り，大
きな靴をはいて，裾の長い亜麻製の外衣を身につけていた。そのため夜間
のムデハルないしモリスコ女性は，まるで幽霊のようであったと回想して
いる
（12）
。
9 月23日，グラナダを出発しバレンシアへ向かう。その途上，グラナダ
地方北部のラ・ペサ村に宿泊することになったが，村民は全てがムデハル
ないしモリスコで，アラビア語のできるフランス人聖職者が通りかからな
ければ，食事とベッドにありつけなかったろう。10月上旬，教皇アレクサ
ンデル 6世（ボルジア家）の出身地として知られるバレンシア地方に入り，
バレンシア市内を見て回った。バレンシア地方はザクロ，オレンジ，ブド
ウなどの果樹栽培が盛んで，米，サフラン，綿花，サトウキビも栽培され，
フランドル地方の砂糖の大部分はバレンシア産であった。バレンシア市は，
ブリュージュやアントワープに似た商業都市で，ギルドを持ち，都市当局
が運営する精神障害者のための施療院も保持する。最大の祭日は，バレン
シア攻略を記念した 9月末～10月初旬の聖ミカエル祭前後で，市内全域に
毎晩灯りがともされ，屋内に閉じこもりがちな女性も自由に市内を散策で
きた。次いでラランは，地元のバレンシア貴族の案内で，夙に知られた遊
郭見物に出かけた。バレンシアの遊郭は囲壁で囲まれ，出入り口は 1か所
だけだが，街路は 3～ 4本走っていた。そこに小さな置屋が密集し，料金
は 4ディネーロであった。遊郭の中には居酒屋や小料理屋があり，客が遊
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女の顔をよく見ることができるようにとの配慮から，遊女は天井から灯り
の吊り下がった置屋の入口に座っていた。遊郭には，遊女の健康管理にあ
たった，都市当局お抱えの医者もおり，罹患した遊女は遊郭から追放され
た。その遊女がバレンシア市の出身であれば，都市当局が遊女たちを所定
の場所に隔離し，そこで彼女たちの扶養をしたのであった
（13）
。
イサベル 1世の体調不安やブルゴーニュ公女の妊娠もあり，マドリード
の王宮にとどまっていたブルゴーニュ公夫妻にラランが合流したのは，10
月中下旬であったと思われる。10月26日，フェルナンド2世やサラゴーサ
大司教，ビリェーナ公，都市役人の出迎えを受け，多くの市民やムデハル
の歓呼の中，ブルゴーニュ公夫妻はアラゴン地方の首邑都市サラゴーサに
入城した。しかしイサベル1世が体調不良との報が入り，ブルゴーニュ公
夫妻は見舞いのためマドリードに引き返す。12月中旬，ブルゴーニュ公夫
妻は再度，マドリードを発ち，1503年 1 月 3 日，大多数がムデハルから構
成されるアラゴン地方の村落ラ・ムエラに宿泊し，ファキーフからコーラ
ンやイスラームについて説明を受ける。翌日，アラスと同規模の都市サラ
ゴーサに再入城し，失意の聖ヤコブに聖母マリアが顕現した場所として知
られるピラールの聖母教会を訪れた。サラゴーサ市内のモーロ人街とモス
クにも関心を示し，ムデハルの安息日は金曜日で，豚肉とワインを忌避す
ること，ムデハルは靴を脱ぎ，身を清めてモスクに入り，ファキーフの指
導下に神への祈りをささげる旨を記している
（14）
。
1503年の 1月15日，ブルゴーニュ公夫妻はミサに与るため，カタルー
ニャ地方のマリア信仰の聖地モンセラート修道院に向かう。ラランもそれ
に同行し，バルセローナ伯女の奇跡的再生とバルセローナ伯によるモン
セラート修道院建設という修道院縁起を伝えている。 1月17日，ブルゴー
ニュ公夫妻は，赤い衣服を纏ったバルセローナ市の都市役人や有力市民，
カタルーニャ副王の出迎えを受けてバルセローナ市に入った。当夜は市内
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全域に灯りがともされ，都市全体が祭日のようであった。バルセローナは
手工業の盛んなカタルーニャ地方の首邑都市で，海上交易のための通商院
や多数のガレー船を有した。カタルーニャ地方はザクロ，オレンジ，ブド
ウの産地としても有名で，ブルゴーニュ公は市内のフランシスコ会修道院
の中庭で，聖フランチェスコが手ずから植えたラズベリーの実を試食した
のであった
（15）
。
ブルゴーニュ公夫妻は1月下旬にバルセローナを出発し， 2月 7日にピ
レネー北麓のペルピニャンに入った。南フランス，ブルゴーニュ，スイス
を経由して，1503年 9 月上旬，インスブルックに到着し，皇帝マクシミリ
アン 1世と会談した。ブルゴーニュ公夫妻がヴォルムスやマインツ，ケル
ンを経て，ブリュッセルに帰着したのは，出立から 2年を経過した1503年
11月13日のことであった
（16）
。
結び
ミュンツァーとラランは，政治的意図をもってスペイン旅行を断行した
が，旅行記の中に政治的意図が明示されているわけではない。国王や有力
貴族，高位聖職者との緊密な関係から，それを類推することができるにし
ても，旅行記の内容そのものは，スペイン各地の政治，経済，軍事，社会，
宗教，文化，習俗，日常生活など多岐にわたり，同時代の他の旅行記と基
本的な差異はない。以下では政治・経済・軍事的側面，社会・宗教・文化
的側面，習俗・日常生活その他に分節・再編し，カトリック両王期のスペ
イン像を析出したい。
政治・経済・軍事的側面
（1）
スペイン各地でザクロやレモン，オレンジなどの果樹が栽培され，バレ
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ンシア地方ではサトウキビ栽培すら行われ，サトウキビから抽出された砂
糖の多くは，フランドル地方に輸出された。城壁で囲まれた主要都市には
商務官やギルドがあり，自治権も強く，西南ドイツやフランドル諸都市と
同規模もしくは，それを上回る都市も少なくなかった。15世紀末のグラナ
ダ戦争にも目を向け，キリスト教徒戦争捕虜の飢餓，一部のキリスト教徒
戦争捕虜の棄教，ムスリム戦争捕虜奴隷の売却，グラナダ陥落後の多数の
ムスリムのマグリブ脱出に言及している。しかしミュンツァーとラランの
旅行記には，コロンブスへの直接的言及が全くみられない。ヨーロッパ全
域を驚愕させた第 1回航海―1493年 3 月に帰還―に続き，コロンブス
は1493～1502年にかけアンダルシーア地方を起点に，第 2回～第 4回航海
を実施している。ミュンツァーとラランが，それを知らなかったとは考え
られない。意図的にコロンブスを削除したとすれば，それはなぜか。気に
なる空白である。
社会・宗教・文化的側面
（2）
ミュンツァーとラランは，聖地サンティアゴや聖母マリアを祀ったグア
ダルーペ修道院，モンセラート修道院に参詣し，様々な聖遺物と奇跡譚を
伝えている。人文主義者のミュンツァーは，聖ヤコブの奇跡譚や聖地サン
ティアゴの聖性にやや懐疑的ではあるが，聖地巡礼と聖遺物崇敬の盛んな
カトリック国とする点で，二つの旅行記はほぼ合致する。
宗教的マイノリティであるユダヤ人やコンベルソ（マラーノ），ムデハ
ルないしモリスコへの強い関心は，こうしたスペイン像と連動している。
ヨーロッパ・キリスト教世界の南端に位置するスペインには，中世前期以
来，多数のユダヤ人とムスリムが在住し，「宗教的モザイク」状態にあっ
た。カトリック両王によるユダヤ人追放令とムデハル追放令―対象とさ
れたのはカスティーリャ王国のムデハルのみ―により，スペインの宗教
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的統合が実現しつつあった。しかし改宗後も，ユダヤ教やイスラームの宗
教儀礼を実践するコンベルソやモリスコは後を絶たず，悪魔儀礼に耽るコ
ンベルソ（マラーノ）やモリスコも確認される。それが苛烈な異端審問裁
判の背景でもあった。
ムデハル（モリスコ）と異なりユダヤ人は，ピレネー以北でも見慣れた
異教徒であり，反ユダヤ運動はスペインのみならず，西ヨーロッパ各地も
席捲した。旅行記にみえるユダヤ人やコンベルソ（マラーノ）への批判的
言説は，それと無縁ではあるまい。同じ異教徒とはいえ，ムデハル（モリ
スコ）への眼差しは，より抑制的である。キリスト教徒と同様に聖母マリ
アや洗礼者ヨハネを崇敬し，現世利益を重視するムスリム。度量衡を遵守
し，一般に禁欲的なムスリム。これらの旅行記の記述は，ユダヤ人やコン
ベルソ（マラーノ）への言説と対照的に，より冷静で客観的ですらある。
「信仰の敵」としてのムスリム像に，地域差や個人・階層差，時代差があ
ること，別言すればカトリック両王期のムスリム像を考える上で，旅行記
は重要な素材を提供する。
二つの旅行記にはグラナダのアルハンブラ宮殿や，ムスリム起源のセ
ビーリャ王宮への詳細な記述がみられる。それは記述というよりも，イス
ラーム建築への憧憬もしくは賛美に近いものである。ムデハルへの抑制
された批判的眼差しの一方で，イスラーム建築への賛歌が記される。ムデ
ハル追放令を発しながら，アルハンブラ宮殿の保全を命じたカトリック両
王にも通底する心性である。エスニック・マイノリティとしては，グアン
チェ（カナリア先住民）やインディオ奴隷が散見されるが，それは大航海
時代を象徴する，グローバルな人的移動の開始を意味する。
1500年前後と目された終末論も記述の対象となり，「第二のダヴィデ」
―ムスリムの支配からイェルサレムを解放する国王―たるカトリック
両王への強い期待が表明される。サンティアゴ巡礼者や精神障害者への慈
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善活動を展開する施療院，スペイン最古とされるサラマンカ大学も，旅行
記の中で取り上げられている。
習俗・日常生活・その他
（3）
亡き夫の墓に小さなベッドと枕を備えるスペイン人寡婦の奇習，イヤリ
ングと大きな指輪を身につけて，まるでエジプト女性のようなアストゥー
リアス地方の女性。こうしたスペイン女性の習俗に加え，小規模ではある
が清潔で上下水道を備えたムスリムの家屋，遺体が地面に接しないよう墓
所にレンガを敷き，死者の頭をメッカの方角に向けて埋葬するムスリムの
葬送儀礼が，ミュンツァーとラランの関心をひく。各地の温泉や食文化と
ダンス，ガゼルやオウムといった珍奇な動物，キョウチクトウなどの毒草，
「前近代のスポーツ」ともいうべき闘牛や馬上槍試合，ムデハル（モリス
コ）の伝統的衣裳も，スペインに関する不可欠の情報として記述される。
とりわけ興味深いのは，「人類最古の観光資源」とされる遊郭に関する具
体的描写である。囲壁で囲まれた不夜城の中では，罹患した遊女への扶助，
医者による健康管理が実施されており，遊女への性的搾取システムの合理
性に驚かされる。
以上のように旅行記の記述内容は，多岐にわたるが，敢えて単純化すれ
ば，「異国情緒豊かで観光資源に恵まれ，大航海時代を切り開きつつあっ
たヨーロッパ南端のカトリック国」と表現できよう。ミュンツァーとララ
ンの旅行記から抽出できる，最大公約数的なカトリック両王期のスペイン
像であり，現代人の抱くスペイン像とも親和性が少なくない。
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